
今回のテーマ

基礎から身につく

の

問題１ 問題２

確認テストを 解いてみよう
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回
は
、
貸
借
対
照
表
上
の
区
分

や
勘
定
科
目
な
ど
に
つ
い
て
解

ら
１
年
以
内
に
現
金
化
さ
れ
る
も
の
あ

る
い
は
費
用
化
さ
れ
る
も
の
は
流
動
資

産
、
１
年
を
超
え
る
も
の
は
固
定
資
産

に
区
分
さ
れ
ま
す
。
他
方
、
１
年
以
内

に
支
払
期
限
が
到
来
す
る
も
の
は
流
動

負
債
、
１
年
を
超
え
る
も
の
は
固
定
負

債
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
は
さ
ら
に
３
つ
の

区
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
有

形
固
定
資
産
、
無
形
固
定
資
産
、
投
資

そ
の
他
の
資
産
で
す
。

　

有
形
固
定
資
産
と
は
、
そ
の
名
の
通

り
、
有
形
の
（
＝
目
に
見
え
る
）
固
定

資
産
を
い
い
ま
す
。
有
形
固
定
資
産
が

目
に
見
え
る
資
産
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
無
形
固
定
資
産
は
、
無
形
（
＝
目

に
見
え
な
い
資
産
）
と
い
え
ま
す
。
投

資
そ
の
他
の
資
産
は
、
投
資
に
関
す
る

科
目
と
そ
の
他
の
科
目
を
指
し
ま
す
。

資
産
・
負
債
の 

勘
定
科
目
に
は 

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

　

貸
借
対
照
表
上
に
お
い
て
は
、
流
動

資
産
や
固
定
資
産
等
に
区
分
さ
れ
た
、

勘
定
科
目
ご
と
に
金
額
が
表
示
さ
れ
ま

す
。
名
称
と
内
容
を
図
表
１
に
ま
と
め

ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

資
産
・
負
債
の
項
目
は 

ど
の
よ
う
な
方
法
で 

並
べ
ら
れ
て
い
る
の
？

　

貸
借
対
照
表
の
表
記
順
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
流
動
性
配
列

法
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

流
動
性
配
列
法
は
、
上
か
ら
流
動
性

の
高
い
（
換
金
性
が
高
い
・
返
済
期
限

が
短
い
）
順
に
記
載
し
て
い
く
方
法
で

す
。
こ
の
方
法
で
は
資
産
の
部
は
流
動

資
産
、
固
定
資
産
、
繰
延
資
産
の
順
、

負
債
の
部
は
流
動
負
債
、
固
定
負
債
の

順
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
の
上
部
に
記
載
さ
れ
る

流
動
資
産
と
流
動
負
債
と
の
比
較
に
よ

り
、
企
業
の
短
期
的
な
支
払
能
力
や
資

金
繰
り
を
把
握
す
る
の
に
便
利
と
い
え

ま
す
。電

力
会
社
等
は
固
定
性
配
列
法

　

一
方
で
、
固
定
資
産
の
占
め
る
割
合

が
高
い
電
力
会
社
等
で
は
、
固
定
性
配

列
法
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
固
定
資

産
と
そ
の
固
定
資
産
の
調
達
先
で
あ
る

固
定
負
債
を
優
先
的
に
把
握
す
る
の
に

都
合
の
よ
い
並
べ
方
と
い
え
ま
す
。

説
し
ま
し
ょ
う
。

資
産
・
負
債
は 

ど
の
よ
う
に
区
分 

さ
れ
る
の
？

　

貸
借
対
照
表
で
は
、
資
産
の
部
を
流

動
資
産
お
よ
び
固
定
資
産
、
繰
延
資
産

に
区
分
し
、
負
債
の
部
を
流
動
負
債
お

よ
び
固
定
負
債
に
区
分
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
資
産
・
負
債
の
区
分
の

基
準
に
は
次
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
正
常
営
業
循
環
基
準
…
企
業
の
正
常

な
営
業
活
動
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
発

生
す
る
勘
定
科
目
は
流
動
資
産
・
流
動

負
債
、
そ
れ
以
外
は
固
定
資
産
・
固
定

負
債
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
製
造
業
の
場

合
、
原
材
料
を
仕
入
れ
、
製
造
工
程
を

経
て
製
品
が
完
成
し
、
販
売
活
動
を
経

て
代
金
を
回
収
す
る
、
そ
の
過
程
の
中

で
生
じ
た
勘
定
科
目
は
流
動
資
産
・
流

動
負
債
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

②
一
年
基
準
…
正
常
営
業
循
環
基
準
が

適
用
さ
れ
な
い
勘
定
科
目
に
は
、
一
年

基
準
（
ワ
ン
・
イ
ヤ
ー
・
ル
ー
ル
と
も

い
う
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
決
算
日
か

今

貸借対照表上の区分と勘定科目

八木正宣●やぎ・まさのぶ
税理士事務所ＳＢＬ所長・税理士。
会計事務所等での勤務を経て平成
16年税理士事務所ＳＢＬを開設。
企業支援と相続関連業務に強み。

第 回3

勘定科目と貸借対照表上の記載区分の
関係を示した①～⑤のうち、誤ってい
るものをすべて挙げてください。

現金─流動資産

建物─有形固定資産

ソフトウェア─無形固定資産

社債─流動負債

支払手形─固定負債

１

２

３

４

５

資産・負債の区分について述べた次の①
～④のうち、誤っているものを選んでく
ださい。

貸借対照表では、資産の部を流動資産、
固定資産に区分する

貸借対照表では、負債の部を流動負債、
固定負債に区分する

正常営業循環基準では、企業の正常な営
業活動によって発生する勘定科目を流動
資産・流動負債に区分する

一年基準で資産を区分する場合は、決算
日から１年以内に現金化されるもの等を
流動資産に区分する

１

２

３

４

図表１　資産の勘定科目
区分 科目 内容

流動
資産

現金
普通預金
受取手形
売掛金
有価証券
商品
仕掛品
未収入金
短期貸付金
前払費用

紙幣や硬貨、小切手、郵便小為替
普通預金口座の残高
営業取引により受け取った約束手形等
本来の営業活動の取引から生じた未回収金額
株式、債券、公社債、投資信託等
販売目的で仕入れた商品の在庫高
製造工程中の仕掛品の評価
土地売却等本来の営業活動以外から生じた未回収額
決算日から１年以内に支払期限の到来する貸付金
支払額のうち当期にサービス等を受けていない翌期分

固定
資産

有形
固定
資産

建物
附属設備
車両運搬具
工具器具備品
土地

事務所や店舗、工場等の建物本体工事
建物内部の内装工事、電気工事等
自動車、トラック、フォークリフト等
取付工具や机、パソコン、エアコン等の器具や備品
事務所や店舗、工場等に使用される土地

無形
固定
資産

ソフトウェア
借地権
営業権

業務用のソフトウエアの購入費や開発費用
借地契約により土地を使用する権利として支払った金額
長年の営業活動により生じたその会社の超過収益力（のれん）

投資
その
他の
資産

差入保証金
保険積立金
長期貸付金
長期前払費用

賃貸借契約等に基づき契約解除時に返還される資金
支払った保険料のうち満期等により受け取る積立金部分
決算日から１年を超えて支払期限の到来する貸付金
支払額のうち当期にサービス等を受けていない翌々期以降分

繰延
資産

創立費
開業費

会社設立までに支払った定款作成費用、登記費用等
会社設立後、営業開始までに支払った家賃や給与、広告料等

図表２　負債の勘定科目
区分 科目 内容
流動
負債

買掛金
支払手形
短期借入金
未払金
前受金
仮受金
預り金
未払法人税等

仕入先から商品や材料を掛けで仕入れたときの未払金額
営業取引に係る債務を決済するため振り出した約束手形等
返済期限が1年以内の金融機関等からの借入金
電話代、光熱費、消耗品等の経費の未払い金額
得意先から預った手付金や前渡金
相手勘定科目や金額が未確定の場合に使用する仮の勘定科目
源泉所得税等、会社が預かった金額
決算手続きにより納付することになった法人税、住民税、事
業税

固定
負債

長期借入金
長期未払金
社債

金融機関等からの借入金のうち返済期限が1年を超えた部分
営業取引以外により発生した支払期限が1年超の未払代金
会社が資金調達のために発行した社債

解答 問題１-①　問題２-④⑤
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